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３ 番 瀬  戸   受付番号３号、質問議員３番、瀬戸伸二。 

件名「新東名高速道路開通後の町のビジョンは」。 

令和９年には、新東名高速道路が全線開通する予定となっており、（仮称）

山北スマートＩＣの利用も開始され、関連人口の増加が見込まれる。 

私は、令和４年９月定例会の一般質問で「町の新たな玄関口、受け入れ態

勢は万全か」をテーマに質問したが、開通時期が未定であったため具体的な

計画は示されなかった。 

第６次総合計画期間内に、（仮称）山北スマートＩＣの開通や工事業者の

撤退などが見込まれることからも、町は（仮称）山北スマートＩＣの利用計

画及び周辺のグランドデザインを示すべきと考え質問する。 

１、「（仮称）山北スマートＩＣ開通に伴う山北地域振興プロジェクト会

議」において、「施設整備部会」「観光情報部会」での町の考えは。また、

「道の駅山北」「オアシス公園」「ふれあいビレッジ」の今後における在り方

は。 

２、工事業者撤退後の跡地の利用計画についてどのように考えているのか。 

以上。 

議      長   答弁願います。 

町長。 

町      長   それでは、瀬戸伸二議員から「新東名高速道路開通後の町のビジョンは」

についての御質問をいただきました。 

初めに、１点目の御質問の「『（仮称）山北スマートＩＣ開通に伴う山北

地域振興プロジェクト会議』において、『施設整備部会』『観光情報部会』

での町の考えは。また、『道の駅山北』『オアシス公園』『ふれあいビレッ

ジ』の今後における在り方は」についてでありますが、町では、令和４年７

月から、神奈川県とネクスコ中日本、町関係課で構成する「（仮称）山北ス

マートＩＣ開通に伴う山北地域振興プロジェクト会議」を立ち上げ、スマー

トＩＣ開通に伴う地域振興の具現化に向けた検討、調整を行っております。 

これまで、担当者レベルで構成する「施設整備部会」を４回、「観光情報

部会」を３回開催し、それぞれの所掌事務の内容について検討を行うととも

に、課長レベルの会議を４回開催し、部会での検討内容について報告を受け、
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今後の進め方や方針等について議論を重ねてきました。 

まず、「施設整備部会」では、「道の駅山北」「オアシス公園」「河内川

ふれあいビレッジ」の既存３施設について、それぞれがもっている魅力を高

め、連携を強化することが求められます。各施設の現状と課題を整理し、今

後の担うべき役割を絞り込み、それぞれのコンセプトを定め施設整備につい

て、検討を進めてきました。 

具体的に、「道の駅山北」については、「道の駅の機能を維持しつつ、さ

らに使いやすい施設」をコンセプトとし、神奈川県が実施する改修工事に向

けて、売店や食堂などの施設をより有効に活用できるよう、レイアウトの変

更等について検討を行いました。「道の駅山北」は、（仮称）山北スマート

ＩＣを降りて最初に立地する観光施設となるため、神奈川県と連携し、魅力

ある施設となるよう充実させていく必要があると考えております。 

「オアシス公園」については、「スマートＩＣ利用者が休憩に立ち寄れる施

設」をコンセプトとし、駐車場や眺望スポット、芝生の多目的広場、親水ス

ペース等の配置について図面を作成するなど検討を行いました。しかしなが

ら「オアシス公園」は河川区域内にあり、河川法により遊具等の設置に制限

を受けるため、引き続き神奈川県と協議、調整を行い、検討を進めていく必

要があります。 

「河内川ふれあいビレッジ」については、「オアシス公園と連携できる施設」

をコンセプトとし、従来のオートキャンプ場施設として再開することを基本

的な考え方として検討を進めておりますが、「オアシス公園」と同様、河川

区域内にあるとともに、令和元年度の台風によって土砂災害の被害を受けた

モロト沢の流路の線形変更について、引き続き神奈川県と協議、調整を行っ

ていく中で、より具体的な検討を進めていく必要があると考えております。 

次に、「観光情報部会」では、改修工事が行われる「道の駅山北」にデジ

タルサイネージを設置し情報発信を行うため、デジタルサイネージの機器選

定や運用方法、掲載内容について検討を進めてきました。（仮称）山北スマ

ートＩＣは東京方面乗り降り限定のハーフＩＣとなるため、都心からの来訪

者の新たな玄関口となり、観光情報の発信拠点としても重要な役割を担うこ

とから、神奈川県や近隣自治体と連携して広域的な情報発信の強化を図り、
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県西地域の周遊を促進していく必要があると考えております。 

次に、２点目の御質問の「工事業者撤退後の跡地の利用計画についてどの

ように考えているのか」についてでありますが、現在、新東名高速道路の建

設工事に伴い、町内の様々な場所が工事現場事務所や作業員宿舎等に利用さ

れており、工事完了後を見据えた中で（仮称）山北スマートＩＣの整備効果

を生かした土地利用を推進していく必要があると考えております。 

特に、（仮称）山北スマートＩＣが設置される清水地区においては、令和

２年３月に策定した「（仮称）山北スマートＩＣ周辺土地利用構想」に基づ

き、「旧清水小・中学校、旧清水保育園の有効利用」をはじめとした土地利

用展開イメージの実現に向けて検討を進めていく必要があります。 

また、令和６年度までを計画期間とする「山北町第３次土地利用計画」に

おきましては、重点的な取組として「ハイツ＆ヴィラなかがわ跡地」は、観

光・交流拠点として整備し「水上地区」は計画的な住宅地整備を進めること

としており、現在策定中の「山北町第４次土地利用計画」においても計画に

位置づけていく必要があります。 

なお、「丸山地区」については、ヒルズタウン丸山が完売したことを踏ま

えると、丸山地区での住宅需要は高いと思われますので、企業誘致に限定せ

ずに検討していく必要があると考えております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   初めに、12月定例会で児玉議員から、バックキャスティングシステムにつ

いて質問があり、答弁いただいております。第６次総合計画で目標とする将

来像を先に描き、それを実現する道筋を、現在に遡るというような回答をい

ただいてますので、その回答に沿って御答弁いただきたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

まず最初の３施設なんですが、道の駅山北、オアシス公園、ふれあいビレ

ッジの既存の３施設にそれぞれが持っている魅力を高め、連携を強化するこ

とが求められるというような御答弁いただきました。 

私が考えるには、この３施設は三位一体で考えていく必要があるんではな

かろうかと。三つの施設が総合的に効果を発揮できるようなシステムになっ

ていく必要があるかと思うんですが、この３施設に対する将来像については
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どのようなお考えをお持ちでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   ありがとうございます。とにかくスマートＩＣが、令和９年に開通します

と、一番先に通過するのがこの三つの施設だというふうに考えております。

それだけこの三つの施設をどういうふうに使っていくのか、またどういう来

訪者が、どういうふうに希望を持ってるかというのが一番大事なことだろう

というふうに考えております。 

私の今までの最近のいろいろな道の駅とかですね、様々なところを視察も

行きましたけども、考えておりますのは、やはり情報をまずそこから入手す

るというのは皆さんの大体の車で来られた方の、大半の方がコンビニか道の

駅で、まずトイレ休憩とか、あるいは目的地が、例えば、今日やってるのか

とか、混んでるのとか様々なことを、情報を取るというのが一番多いんだろ

うというふうに思ってます。 

ですから、やはり道の駅の役割としてはその情報を、的確な今一番新しい

情報をどのように来訪者に伝えるかというのは、おそらく一番大事な役割で

はないかなと。そういう方法がどういうふうにとれるかというのは、道の駅

の一番のまずコンセプトになるんではないかな。そしてオアシス公園につい

ては、やはり一度に大量の方が来られても、そういう対応ができないという

ことを考えると、やはりオアシス公園あたりで駐車していただいて、時間を

ちょっと使っていただきながら、その情報交換をスムーズにできるというよ

うな方法をとらざるを得ないんだろうというふうに思っております。そして

ふれあいビレッジのほうについては、やはり今までのような地域の皆さんに

オートキャンプ場として使っていただくというコンセプトもあるんですけど、

多分なかなか難しいだろうと、やはりそれだけの規模の企業なり、何かと提

携しながら進めていかないと、あれだけの施設ですから、なかなかその運営

についてもいろいろ難しいんではないかなというふうに考えておりますんで、

この三つについては、大体そういうような方向性の中で進めていきたいなと

いうふうに思っております。 

特に清水の方についてはいろいろとお話をしておりますけど、例えばトン

ネルのインターの上のところを活用できないかとか、あるいは当然、清水小・
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中・保育園も含めて、どのように活用したらいいかというような御相談も受

けております。 

しかし、まず最初はこの三つの施設がしっかりとその役割を果たしていか

なければ、そこからなかなか、いきなり、ほかのところへぱっと行っていた

だけるということはないというふうに思っておりますんで、そういった意味

では、その三つの施設はまず情報をどういうふうにコントロールして、お客

さんをどちらの方向へ振り向けるか、またお客さんがどこへ行きたいか、何

をしたいか、そういったことを把握しながら調整していく、そういったよう

な機能が非常に多くなるんではないかなというふうに考えております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   今、町長から答弁いただいたんですが、私はちょっと考え方が違ってまし

て、この以前にも道の駅について言ったんですが、この道の駅自体が目的地

だと。それと、今後オアシス公園も、ふれあいビレッジも目的地にしていか

なくちゃいけないんではなかろうかと私はそう思ってるんです。 

その上でもう私の生まれるずっと前になくなってしまったんですけど、山

北駅では、鮎ずしが名産品として名物として売られてた。例えば、鮎ずし復

興して、道の駅で売れば、そこに目的地として鮎ずしを買いに来る。そんな

ことも一つの案としてできると。例えば、ふれあいビレッジに関しては、も

うほかでもやってるんですけれど、マス釣り場を設けるとか、なかなか河川

法の関係があって難しいんですけど、オアシス公園にドローンの研修場を設

けるとか、施設は難しいんですが、スケートパーク、ぐみの木が好評であれ

ば、それらを設けてもいいと思うんです。 

河川法の関係についてはアイデアを出した上でやっていくべきではなかろ

うかと思うんですが、以前、ウェルカムサインを作ったグループという、プ

ロジェクトチームというのはまだ存在してるんでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   瀬戸議員のほうから違う考え方を示されましたけども、実際問題、想定問

題なんですよ。要するにスマートインターを造るときの平均の車の台数がそ

の当時1,300台、１日平均というふうに想定されてます。今現在、どういうふ

うな状態かというと、伊勢原とか秦野が開通しておりますけど、大体３倍か
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ら５倍ぐらいの車来ているというふうに情報として聞いております。そうす

ると、うちが３倍で見ても、三千何百台というような、4,000台に近いような

台数が、少なくとも、平日はともかくとしても、土日は間違いなく来るだろ

うと予測されます。だけど車のお客さんをどういうふうにさばくのか。当然

ですが、下りてきたら、道の駅のほうに行っちゃいますよね。まずちょっと

寄っちゃうというふうに私は思っております。それを山北方面、丹沢湖方面、

あるいは箱根方面、共和方面というような様々なところへ誘導していかなけ

れば、もう道の駅だけでもう多分パンクになってしまう。土日はもう全く動

かないような状態になってしまうということが懸念されますんで、そういっ

た意味では、やはり道の駅としての機能を私は分散させるよりしょうがない

のかなと思っております。 

今、ちょうど今度、今週もちょっとそういう関係で国交省の方にも見てい

ただきますけども、もう少し大きなほうの三保地区にも道の駅というのは可

能かどうかというのを検討したいというふうに思っております。 

見てごらんのとおり、道の駅が本当に小さな施設でございまして、これか

ら御殿場市なんかは、これから道の駅の大型化をやるんだという大きなもの

を造るんだと言ってますけど、そういう大型化していく中において、あれだ

けの敷地がなくて、非常にスマート降りたときにもう一番目に入るし、多分、

そこのところで情報を取るんではないかというふうに思っておりますから、

そういった意味では、全てが確定したことではなくて、まだ時間があります

んで、その中でどういうふうにこの地域にとって一番よい方法、そして来訪

者がもう一回リピーターになっていただく、私はこれが一番大事ではないか

なと思っております。我々もそうですけども、どっかへ一回行って、ああも

ういいや、行ったからいいやというふうに思う人もいますし、あるいはいい

ところだった、あるいはまた次、来年は何ができそうだからまたそのとき行

ってみようかというふうに考える方もいらっしゃいます。そういった意味で、

皆さんから次に行きたくなるような、そんなような情報を出していかなけれ

ばいけないというふうに思っておりますんで、そういった意味では、瀬戸議

員の言われたことも参考にしながら、やはり一番、山北町にとって、おそら

く、しばらく１年ぐらいは、そういう開通した後はかなりの混雑が予想され
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る。しかも施設はその三つぐらいがやっと間に合うかどうか、河内川のほう

は間に合いませんよね。おそらく道の駅ぐらいしか間に合わないと思うんで

すね。オアシス公園も撤退してからやりますから２年以上先になると思いま

すし、ですからそういったことを考えると、やはりそういったような時系列

に合ったような、スケジュールに合ったような方向性を出していくのが私は

仕事だというふうに思っておりますんで、ぜひまたそういうアイデアの中で

考えていただければいいかなと思っております。 

できるかできないか分かんないけど、とにかく私なんかインクラインのと

ころにロープウェイでできないかなってね、黒岩知事もちらっと冗談で言い

ましたけども、そういったようなことは実際に可能かどうかも、やはり検討

していかなければいけない問題だろうというふうに考えております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   アイデアというのはいろいろあると思うんです。もう60過ぎた私がこうい

うアイデアを出したと。若い世代が、町役場の若い世代がもっといいアイデ

アを持ってると思うんですよ。ウェルカムサインがよしあしとは言いません

が、もっと施設に対するオンリーワンをつくっていく必要があろうかと思う

んですよね。その上で、やっぱり町の職員にある程度アイデアを求めるとい

うことが重要になってこようかと思うんですが、その辺いかがでしょうか。 

議      長   企画総務課長。 

企 画 総 務 課 長   先ほど、若手職員のプロジェクト会議、今どうなってるかということなん

ですが、このスマートインターの関係の最初に町のほうで山北スマートＩＣ

周辺土地利用構想、こちらを策定いたしました。その後、清水のあり方研究

会様から報告書を頂きました。それを受けて若手職員のプロジェクトチーム

を設置して、どんなものができるか、どんな魅力的なものができるかという

構想を考えていただきまして、そちらのほうも報告書は頂いておりますので、

動きとしては、今そちらはもう止まってると。それを受けて、先ほど話にあ

ります山北スマートＩＣ開通に伴う山北町地域振興プロジェクト会議、これ

は神奈川県の職員、中日本高速道路の職員で町の課長レベルですね、それら

が入って、今研究のほうをしております。 

ですから、その中でも、今御提案のあった、若手職員からもどんどん話を
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聞く必要があるんじゃないかというような意見も受け入れられますので、今

後、ですから、またどんどん考えを進めていく中でそういうものが必要にな

ったら、また若手からも聞くというような手法をとりたいと思っております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   今、清水のあり方研究会という話もありましたが、出された提案が町の考

え方とちょっとずれが結構あるのではなかろうかと感じるんですけれど、そ

の辺についてあり方研究会さんの意見はどのように取りまとめるおつもりで

しょうか。 

議      長   企画総務課長。 

企 画 総 務 課 長   清水あり方研究会様のほうからは、ふれあいビレッジ、あと水田のエリ

ア活用、あと道の駅を今のものを使うか、喜一郎新田ですね。あちらのほう

に新たに道の駅を設置できないかとかですね。あと高齢者住宅ですね。こち

らの清水の小学校・中学校、こちらを活用したものということで報告、提案

のほうは受けております。 

その中でふれあいビレッジにつきましては、農業とか食とか、そういう清

水らしいものを活用して新たな再出発できないかということです。これにつ

いては、先ほど町長の答弁にもあったとおり、業者が撤退してから整備が始

められますので、まだまだここについては研究を進めていくようになってい

くと考えております。 

あと高齢者住宅、清水の小学校・中学校を利用しての関係なんですが、こ

ちらも町のほうは、高齢者住宅ではなくて、施設を利用して体験施設とかそ

ういうものを考えております。まだこれは考えなので、まだまだですから清

水のあり方研究会の方と意見交換をしながら進めていくというようなことで

考えております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   そもそもなんですけれど、スマートＩＣ周辺の土地利用という部分では、

あり方研究会さんのほうは結構進んだ考えを持ってますけれど、町としての

基本的な考えはどういうところにあるんでしょうか。 

議      長   企画総務課長。 

企 画 総 務 課 長   これにつきましては、先ほど山北スマートＩＣ周辺土地利用構想、これ
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令和２年につくったものなんですが、まずこれが基本となりますので、この

土地利用構想、こちらでスマートＩＣゲートの演出、あと道の駅山北とふれ

あいビレッジの連携、そういうもの。あと、清水の小学校、中学校、旧清水

保育園、こちらを有効に活用するということになってます。 

こちらが土地利用構想で、ですから先ほど言った喜一郎新田とか、あと谷

ケの前にある田んぼ、水田なんですが、あちらも研究会さんのほうから利用

できないかという提言はいただいてるんですが、まだまだちょっとそこに、

そこまでは踏み込めないというようなことになっております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   これも新しい構想というか、前回12月の定例会で和田議員のほうから質問

を受けたとき、町長は、学園都市のようなものがマッチングできないかと、

研究機関でもいいと。最端のことをやるような企業が何か教育の場なりを誘

致していく必要があるということをおっしゃってましたが、これはインター

チェンジ開通により首都圏が近くなるということで提案されたものでしょう

か。 

議      長   町長。 

町      長   前に答弁させていただいた、山北町がどういうような理想的な地域になっ

ていくかということについて、一つとして、私の中で学園都市のようなとい

うお話をさせていただきました。この根底にあるのは、アメリカのボストン

が湖や川の近くに大学とか、そういったものがありますから、山北町として

も丹沢湖とか三つの川がある。そういったところにそういったようなコンセ

プトがとれないかというようなことでお話ししたわけです。 

ただ、決定的に違うのは面積がないということですね。ちょうどこの間、

駒澤大学の長谷部学校長とお話ししましたけども、今の日本の大学のコンセ

プトとしては、一時は東京が一極集中で八王子とかいろんなところに持って

いったわけですね。これがやはり、もう一度元に戻るような流れというんで

すか、別にそれで失敗したということではないんですけど、やはり本部機能

というんですか、大学本体の機能としては、当然首都圏のほうへもう一度、

重きを置くというような考えだそうです。これは駒澤大学に限らず、ほとん

どの大学は今はそういうような方向性を出してる。それはやはり生徒数の減
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少とか様々な問題もありますけれども、そういう中での方法だそうです。 

では、地方は魅力がないのかって言われると、それがまた逆でして、地方

は地方で非常に魅力的だと。ただどっかの学部を持っていくとか、そういっ

たことに関しては、やはりなかなか難しいというかあんまり考えてなさそう

です。 

ですから、我々としては、学園都市というのは大学生などが頻繁に来てい

ただく、例えば合宿所であるとか、そういったようなスポーツ施設の中の一

つとして活用できないかというようなことで考えておりまして、そんな中で

ちょっと提案したのはユーシンロッジとか、ああいう話をしましたら、ぜひ

見たいということで、また計画をしてるところでございますけども、そうい

ったような山北しかないような自然のロケーションの中で、学生たちが何回

か訪れて、そこでいろいろな想像力とかそういったものを養うというのは、

非常に私は大事ではないかと。また山北はそういう自然環境には非常に恵ま

れたところだというふうに考えております。 

コンセプトとしては、例えば今までの大学の合宿所とかそういうのは自分

たちが何か試合とかそういうのをするために訓練したり、あるいはインフォ

メーションを考えたり、様々なものが体力的なこととか、そういったような

ことやるのは合宿所だったんですけども、山北の場合これからは考えていか

なきゃいけないのは、そういったことではなくて、自然を生かして、自然の

中で訓練していく、つまり自分たちが望むようなものではなくて、例えば沢

を上るとかというと、自分がこう行きたいっていっても、自然はそうなって

ませんから自然に合わせるしかないわけですね。そういったようなことが山

北町では可能ではないかというふうに考えております。そういった意味では、

非常に山北町は自然が豊かで、その中で学生たちがもしいろいろな、あるい

はキャンプしたり、そういうことをするというのは、例えばその自然に自分

たちが合わせる、そういった能力を、そういったコンセプトを考えていただ

く、そういったような場所になれば、山北町は非常にそういうような自然な

たくさんあるところですから、そういうコンセプトの中で学園と結びついて

いく、そういうことができるんではないかなと、私は考えております。 

そういったような一つのきっかけになればということで、ユーシンロッジ
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のようなところがもし可能であれば、そこに何度でも訪れて、そして人数が

多いですから、それが一遍に入れるわけじゃございませんので、度々違う人

が来ていただいて使っていただく、そういったようなことが私は可能ではな

いかな。 

ですから、あくまでも今までのような学園都市というようなコンセプトで

はなくて、むしろ生徒さん、あるいは大学側が自然に合わせて、そして子ど

もたち、学生に想像力を与えてくれるような、そんなようなことだったら山

北町は協力できるんではないかなというふうに考えておりますんで、そうい

った意味でのちょっと言葉としては適切かどうか分かりませんでしたけど、

学園都市のようなものが山北町は非常に有効ではないかというふうに考えて、

答弁させていただいたものであります。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   町と関わりのある大学や研究機関があるということは、今後のまちづくり

においても大きな手助けになってくれるのではないかと思うんです。そこで

町長、具現化に向けて、どのような動きをされるおつもりでしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   今後、まちづくりの中でおいて、正直言って山北町、これだけあって、住

んでるのは、このちっちゃなところちょこっとで。あとは８割近くは、ほと

んど人が住んでない森林とか山が非常に多いわけですね。例えば西丹沢の山

開きのときには、檜洞丸まで登って、シロヤシオツツジを見たり、そういっ

たことは大勢の方が来てくれますけども、山北町よく来ていただく方が言っ

てるんですけど、あそこはいい、ここがいいって言ってくれるんですよ。実

際、私行ったことないんですよね、そういうところは。 

ですから、そういった意味では、山北町の魅力はまだまだいっぱい、我々

の知らないところがまだまだいっぱいあるというふうに考えておりますんで、

そういったことを含めて、どのようにまちづくりにつなげていくのか、生か

していくのかというのは、大変な我々に課された義務だというふうに思って

おりますんで、そういった意味では、皆さんと一緒になりながら考えていき

たいというふうに思っておりますんで、ぜひよろしくお願いいたします。 

議      長   瀬戸伸二議員。 
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３ 番 瀬  戸   和田議員の答弁の中に「誘致」という言葉も入ってましたので、ぜひとも

待ってるだけじゃなくて、山北の魅力を大学、研究所に訴えて、ぜひ来ても

らうような対策をとっていただきたいと思います。 

次に、工場跡地の問題なんですけれど、まず水上なんですが、既に向原保

育園の移転という部分が発表されておりますが、向原保育園をどういう規模

で、どのような位置につくるのかというのは、もうデザインされてるんでし

ょうか。 

議      長   定住対策課長。 

定 住 対 策 課 長   水上の部分の向原保育園に関しましては、ある程度ここで場所に関して

は、ある程度の方向性を今年度中に出していきたいというふうに予定をして

おります。規模につきましては、こちら、また子ども教育課のほうの所管に

なるかと思うんですけども、施設等に関しましては、それは今後のことにな

ってますので、今現状でいきますと、ある程度の位置はどこら辺にしていこ

うかというところにとどまっているような状況です。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   ちょっと難しいと思うんですが規模についてなんですけど、じゃあ単純に

現在の向原保育園と比べて、どのぐらいの大きさになるかということだけで

も教えてください 

議      長   定住対策課長。 

定 住 対 策 課 長   現状、向原保育園を移転する一つの考え方として、園児の送迎用の駐車

スペースがないというようなところが大きな課題もありますので、今現状、

建物に関しましては、今後必要な施設と同規模かもう少しぐらい大きな形に

なると思うんですけども、それと同等程度の園庭とそれ以外に駐車スペース、

そちらはちょっとある程度確保していきたいなというふうには考えておりま

す。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   水上に関しては、住宅地というような御答弁をいただいてますけれど、住

宅をつくるに当たっては、これ町主導でやられるんですか。それとも地権者

がやられるんでしょうか。 

議      長   定住対策課長。 
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定 住 対 策 課 長   その部分に関しましては、当初、町が間に入りまして、民間事業者のほう

に誘致していくというようなところで動いていたんですけども、今年度行い

ました民間事業者へのヒアリング、また土地利用研究会との意見交換の中で

も、もっと町が主導してやってほしいというような、土地が大分広いので、

そういうような御意見も出てきてますので、今町がどこまでいけるかという

のを今までちょっと検討に入ってなかったんですけども、今後ちょっとそれ

を一つ検討として、どこまでできるかというところを、ある程度、来年度、

６年度中にはちょっとその方針を出して、土地利用研究会、また庁舎内の内

部で推進会議等も行っておりますので、そちらで方向づけをしていきたいと

いうふうには考えております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   水上においては、地権者が高齢化してるということで、地権者そのものが

不安になってる部分が結構ありますので、できれば計画を早めに地権者に知

らせていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

それと、あと丸山なんですけれど、ハイツ丸山がよかったということで、

住宅地をメインに考えてるってことなんですが、何か丸山に住宅以外でメイ

ンになるものがあってもいい、もちろん山のてっぺんにありますけれど、中

間にあってもいいのかなという気がするんですが、その辺、お考えあります

でしょうか。 

議      長   町長。 

町      長   当初、当然今貸してる清水建設さん跡地については、当初は企業誘致をま

ず真っ先に考えておりました。三井造船さんから譲り受けた30区画、二つは

駐車場にしましたから、28区画、おそらく半分売却できればいいかなという

ふうに考えておりましたけど、コロナ等の影響があったり、あるいはまた皆

さんがそういうような景色もいいところで暮らしたい、あるいはそういうよ

うな要望もあって、おかげさまで全部売却できました。 

その中で、今は２本立て、住宅地、全部住宅とかそういうことではござい

ませんけども、企業誘致も含めた中で住宅をどのように貼りつけたほうがい

いのか。だから、住宅も全くないということは、私は多分、次の跡地利用に

はないと思います。一番現実的なのは半分ぐらいが住宅で、半分ぐらいが、
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もしかしたらどっかの企業を誘致するというのが一つの選択肢になるかなと。 

というのは、皆さんもお分かりのとおり、あそこに柑山さんというパン屋

さんとかお弁当屋さんも来てます。御商売にもできるんだなと、飲食業だけ

に捉えませんけども、様々な企業さんにとっても、あそこは一つの魅力的な

場所ではないかなというふうにも思っております。 

そういった意味では必ず住宅地にしてしまうとか、そういうことではなく

て、今は住宅も一つのコンセプトの中に強く出しながら、そして企業誘致の

ほうも、ぜひそれに合うような企業さんでしたら、ですから最初のうちは工

場って考えてましたけど、どうも工場じゃなさそうだなと。今はどちらかと

いうと、そういうような例えばレストランであるとか、あるいはケーキ屋さ

んであるとか、そういったようなことも一つのコンセプトの中には、あるい

は病院ってこともありますけども、そういったようなことも検討の中に入っ

てくるのかなというふうに思っておりますんで、山北町にとりまして、非常

にロケーションのよい場所でありますから、ぜひとも皆さんと一緒にそうい

う情報があれば、こういったような方法がとれるんではないかというふうに

検討していきたいと思ってますし、また清水建設さんのほうも協力していた

だけるんで、もし住宅にするんであれば、こういうふうに造成をかけると、

何戸ぐらい建ちますよとか、そういったようなことも相談に乗っていただけ

るそうですんで、ぜひそういったことも含めながら検討してまいりたいとい

うふうに思っております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   次に、ハイツヴィラなんですが、観光、交流の拠点というふうな答弁をい

ただいております。 

以前にも三保地区からは丹沢湖来る人いるけど、目的地としての施設がな

いというような御意見もいただいておりますが、ここ観光の目的地という施

設を誘致するような御予定は考えていらっしゃいますでしょうか。 

議      長   副町長。 

副 町 長   ハイツ＆ヴィラにつきましては、今後の中で検討していきたいというふう

に思っていますので、現時点ではこれだというのは決まってませんので、ま

た庁内と、あるいはいろんな関係機関と調整しながら考え方をまとめていき
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たいというふうに考えてございます。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   地域の要望として、目的地となる施設が欲しいというような意見もありま

すので、心に留め置いていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

あと清水小・中・幼の関係なんですけれど、ここの部分については、山高

生からも結構意見が出ています。ホテルをつくったらどうかとか、そういう

いろんな意見が出てます。今後の計画において、やはりここ、いろんなアイ

デアが出てこようかと思うんですが、やっぱり職員がいろんな意見を出し合

って、いいものを町民に提供するということが重要になってこようかと思う

んですが、その辺どのようにお考えになっていますでしょうか。 

議      長   企画総務課長。 

企 画 総 務 課 長   先ほどお話させてもらったとおり、もちろん職員からもこれからお話は

聞かせていただくとか、あと職員に限らずに町民の方からも意見を聞きなが

らやっていければというようなことで進めていきたいと考えております。 

議      長   瀬戸伸二議員。 

３ 番 瀬  戸   ぜひともいろいろな人の意見を聞きながら、山北の発展のために生かして

いっていただきたいと思います。 

最後になりますが、スマートインター開通後、町のビジョン、私はもっと

グランドデザインを明確にして町民に話すべきだと考えているんですけれど、

町長、今後の開通後のビジョンという部分を最後にお聞かせいただきたいと

思います。 

議      長   町長。 

町      長   先ほども話させていただいたとおり、こんなに延びるとは思いませんでし

た。令和６年ぐらいには開通してるんじゃないかなというふうに思っており

ました。その中でいろいろな課題が、延びたには延びた中で、いろんな課題

も見えてきました。 

一つは、やはりスマートインターの近くの３施設なり、ほかの施設も含め

て、土地利用も含めて、これは当初想定してたことでありますけども、やは

り延びた原因として、高松山トンネル工事が非常に延びてしまったと。難工

事であった。それに伴って今、高松山トンネルでかなりの水が排出しなきゃ
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いけない。これは自然流下を考えますと、尺里川のほうに流れてくると。こ

れも、やはりただ流すだけではなくて、その水の利用とかそういったような

ことも当然考えていかなければいけない。あるいは尺里川の上の切り取った

部分、そこについても非常に景色もいいですし、またその後の利用というの

も非常に私としては必要ではないかなというふうに考えております。 

そういったようなことを考えると、当初は、清水地区、あるいは三保に限

定してたビジョンが少し町全体に広がってきたなというふうに考えておりま

す。そして、また先ほど言いましたように、丸山とかそういう跡地の利用も、

当然、ただ住宅を貼りつければいいというようなことは少し考え方が変わっ

てきてるんではないかなというふうに思ってます。 

私のビジョンとしては、東京、横浜から非常に近くなってくるこのスマー

トインターをどのように東京方面の人に利用してもらえるか、あるいは関係

人口として何度でも来ていただけるようにするのか、そこのところのビジョ

ンが私は一番大事だというふうに考えておりますんで、ここでぱっと一言で

言えるようなビジョンであればありがたいんですけども、なかなかそういう

ふうに、今現在、瀬戸議員にお答えできないんですけども。私の考えとして

は、あくまでも東京、横浜、あるいは圏央道を使って山北へ大勢の人が来ら

れる、そのときに山北の魅力をどのように発信していけるかという、そうい

うようなビジョンですね。そして、皆さんが山北へ来て、もう二度と来るも

んがなんていうふうに思わないで何度でも来ていただけるような、そういっ

たような分散型のものをどうしても考えていかなければいけないだろうとい

うふうに、徐々にいくんではなくて、ある日開通した半年とか１年の間に、

大勢の人が一回来ちゃいます、多分。その人たちはまだ施設がほとんどでき

てない状態で来ますんで、そのときにどういうふうに提案できて、また来て

いただけるかということは非常に大事なことになるんではないかなと。です

から開通と同時にできてれば、こういうものをやりますよと。あるいは、こ

ういうふうなのをやりたいというふうにお伝えできるんですけども、そこに

タイムラグが生じてしまう。そのときにどういうふうにお伝えするかという

のがこれから一番大事で、むしろインターネットの世界の中で考えなきゃい

けないような情報の発信だろうというふうに思っております。ですから、ユ
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ーチューブやＳＮＳ等も含めて、今回山北のお峰入りなんかがございました

けども、そういったものも含めて、山北の魅力をどういうふうにその時点で

伝えなければ、来たけど何もないじゃないかという、これで終わっちゃいま

すんで、そういうことがないように、ぜひとも皆さんと一緒になって、つく

り上げていきたいというふうに思っておりますんで、ぜひよろしくお願いい

たします。 

 


